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Ⅰ. 労働者調査の実施概要 
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Ⅰ．労働者調査の実施概要 

調査対象： 

 - 男性・正社員：20～40代の子ども（末子が3歳未満）を持つ正社員・職員 

  - 女性・正社員：20～40代の子ども（末子が小学校就学前）を持つ正社員・職員 

 - 女性・非正社員：20～40代の子ども（末子が小学校就学前）を持つ非正社員・職員 

  ※女性・非正社員は、パート、アルバイト、契約社員、派遣労働者を含む。 

  ※業種は、公務員、農林水産業を除く。 

調査対象数： 

 - 男性・正社員：1,000人 

  - 女性・正社員：1,000人 

 - 女性・非正社員：1,000人 

調査方法：WEB上でのモニター調査 

調査期間：平成28年12月22日（木）～12月26日（月） 

有効回答数：3,000人 
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Ⅱ. 労働者調査の結果概要 
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１. 回答者の属性 



6 Mitsubishi UFJ Research and Consulting  

LINE 本文ページ 

（１）回答者の属性 

図表１ 年齢 

図表２ 婚姻状況 

図表３ 子の人数 

図表４ 末子の年齢 
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２. 現在の仕事の状況 
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専門職・技術職Ｂ（弁護士、会計士、税理士、エンジニア、情報処理など、その他の分野の専門職・技術職）

管理職（課長職相当以上）

事務職（一般事務、企画、広報、経理など）

営業・販売職（店員、不動産販売、保険外交、外勤等）

サービス職（理・美容師、料理人、ホールスタッフ、ホームヘルパーなど）

生産現場職（製品製造・組立、自動車整備、建設作業員、大工、電気工事、農水産加工など）

運輸・保安職（トラック運転手、船員、郵便等配達、通信士、警備員など）

その他
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1.6%

1.4%

2.4%

9.3%
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6.6%

10.9%
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（１）業種・職種 

図表５ 業種 図表６ 職種 

 業種をみると、「男性・正社員」は「製造業」、「女性・正社員」は「医療・福祉」、「女性・非正社員」は「その他サービス業」「医療・福祉」の割合

が高い。 

 職種をみると、「男性・正社員」は「専門職・技術職Ｂ」「事務職」、「女性・正社員」は「事務職」「専門職・技術職Ａ」、「女性・非正社員」は「事

務職」「サービス職」の割合が高い。 
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（２）現在の仕事の状況 

図表７ 仕事・勤務地・労働時間の限定の有無 

図表８ １週間当たりの労働時間 図表１０ 職場の残業の程度 

図表９ 本人の年収 
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残業のある人より、定時に帰る人の方が多い
定時に帰る人もいるが、残業のある人の方が多い
ほとんどの人が残業がある

 仕事・勤務地・労働時間の限定の状況をみると、「男性正社員」の83.8％、「女性・正社員」の62.2％は、特に限定はない。 

 「女性・正社員」で「仕事」「勤務地」に限定がある割合は、それぞれ約２割、「労働時間」に限定のある人は１割強で、「男性・正社員」と比較

して割合が高い。 
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0.1%

6.9%

9.5%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000)

１００万円未満 １００万円～１５０万円未満
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３. 末子妊娠・出産時の仕事の状況 
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4.4%

2.8%

2.2%
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20.6%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性-正社員

(n=980)

女性-正社員

(n=1066)

女性-非正社員

(n=714)

a.残業もあるフルタイム勤務 b.残業のないフルタイム勤務
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e.フレックスタイム f.自宅やサテライトオフィス
g.自営業主・家族従業員・在宅就業など h.シフト勤務
i.その他

（１）末子妊娠・出産時の就業状況 

図表１１ 末子妊娠時の就業状況 図表１３ 末子妊娠時の働き方 

図表１２ 末子妊娠時の１週間あたりの労働時間 

【数値表】表中のアルファベットは、図の凡例を参照のこと。 

98.0%

93.2%

13.4%

0.8%

4.1%

67.3%

0.5%

0.1%

1.2%

0.3%

0.2%

0.3%

0.4%

2.4%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000)

正社員・職員 非正社員・職員

自営業主・家族従業員・在宅就業など その他

働いていない（専業主婦、主夫、学生など）

 末子妊娠時の働き方をみると、「男性・正社員」は「残業もあるフルタイム勤務」が85.5％、「女性・正社員」は「残業もあるフルタイム勤務」 が

61.7％、「残業のないフルタイム勤務」が24.1％、「女性・非正社員」は「短時間勤務」が34.3％、「シフト勤務」が20.6％、「残業もあるフルタイ

ム勤務」が20.3％となっている。 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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45.8%
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22.4%

70.2%

40.9%

38.5%

50.3%
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（２）末子妊娠時の働き方の変化、働き方の変化の希望合致度 

 末子妊娠時の働き方の変化について、「女性・正社員」「女性・非正社員」とも「いずれの変化もなかった」の割合が高いが（58.3％、69.5％）、

変化のあったものでみると、「同一部署での仕事内容の変化」がもっとも高い（21.1％、13.0％）。 

 働き方の変化があった場合、希望とは異なっていた割合をみると、「女性・正社員」「女性・非正社員」とも「所属部署など配置の変更」につ

いて希望とは異なっていたとする割合がもっとも高い。 

図表１４ 末子妊娠時の働き方の変化 図表１５ 働き方の変化のうち、希望とは異なっていたもの 

（女性・非正社員） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

同一部署での仕事内容

（軽易な業務への転換や作業の制限等）

勤務時間の短縮（時間外労働、

休日労働、深夜業の免除を含む）

勤務時間の柔軟化（フレックスタイム、

始業・終業時間の繰り上げ・繰下げ等）

所属部署など配置の変更

勤務場所の柔軟化（在宅勤務、テレワーク）

その他

いずれの変化もなかった

女性-正社員(n=1066)

女性-非正社員(n=714)

21.1%

17.0%

10.0%

8.8%

2.1%

1.2%

58.3%

13.0%

11.2%

7.1%

6.6%

1.5%

2.1%

69.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性-正社員

(n=1066)

女性-非正社員

(n=714)

注）集計対象は、いずれかの働き方の変化があったと回答した者。働き方の変化があったと回答
した場合、当該変化について自身の希望と異なっていたかどうかを答える単数回答である。 

（女性・正社員） 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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62.5%

54.7%

39.2%

35.7%

31.3%

27.3%

25.6%

22.1%

20.9%

18.2%

15.0%

14.3%

11.4%

0.6%

5.5%

40.4%

52.5%

35.5%

37.6%

20.6%

24.8%

16.3%

16.7%

19.5%

25.5%

11.0%

8.5%

8.5%

1.1%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産前・産後休業や育児休業の制度が整えられていた

収入を得るため

保育所等、必要な保育サービスを利用することができた

妊娠・出産に関して、上司の理解があった

妊娠・出産後も継続して働く女性が多い職場だった

配偶者や祖父母等から子育てのサポートがあった

会社から産前・産後休業や育児休業に関する情報が十分提供された

働いていた会社での仕事にやりがいを感じていた

会社や同僚から就業の継続を望まれていた

もともと仕事と育児を両立しやすい働き方ができていた

休職中や復職後に、会社から復職のためのサポートがあった

転職や離職をすることで、キャリアの形成が難しくなると感じた

妊娠・出産後に、仕事と育児を両立しやすい働き方に変えた

その他

わからない、覚えていない

女性-正社員(n=824)
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27.3%

25.6%

22.1%

20.9%

18.2%

15.0%

14.3%

11.4%

0.6%

5.5%

40.4%

52.5%

35.5%

37.6%

20.6%

24.8%

16.3%

16.7%

19.5%

25.5%

11.0%

8.5%

8.5%

1.1%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性-正社員(n=824)

女性-非正社員(n=282)

（３）末子妊娠・出産時の就業継続状況、就業継続した理由（女性） 

 末子妊娠時に同じ会社で就業継続した割合は、「女性・正社員」は77.3％、「女性・非正社員」は39.5％である。一方、「女性・非正社員」は、

４割弱が妊娠中に退職している。 

 末子妊娠・出産時に同じ会社で就業継続した理由をみると、経済的な理由のほか、産前・産後休業や育児休業の制度が整えられているこ

と、保育サービスが利用できたこと、上司の理解があったことが同じ会社での就業継続につながっていることがうかがえる。 

図表１７ 末子妊娠・出産時に同じ会社で就業継続した理由 図表１６ 末子妊娠時の就業の継続状況 

8.3%

38.0%

4.1%

7.8%

4.2%

4.1%

77.3%

39.5%

6.0%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性-正社員

(n=1066)

女性-非正社員

(n=714)

末子を妊娠中に退職した

末子の産前・産後休業中もしくは育児休業中に退職した

末子の産前・産後休業もしくは育児休業からの復帰後に退職した

同じ会社で就業を継続した

転職したり、自営等に働き方を変えたりして就業を継続した

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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47.5%

35.0%

40.0%

27.5%

12.5%

17.5%

17.5%

25.0%

10.0%

2.5%

2.5%

33.3%

41.7%

33.3%

35.4%

27.1%

18.8%

16.7%

8.3%

0.0%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

勤務時間があいそうもなかった（あわなかった）

育児休業を取れそうもなかった（取れなかった）

自分の体力がもたなそうだった（もたなかった）

つわりや産後の不調など

妊娠・出産にともなう体調不良のため

会社に産前・産後休業や育児休業の制度がなかった

保育園等に子どもを預けられ

そうもなかった（預けられなかった）

産前・産後休業を取りにくかった

職場に両立を支援する雰囲気がなかった

家族がやめることを希望した

産前・産後休業や育児休業の制度が

法律上あることを知らなかった

その他

女性-正社員(n=40)

女性-非正社員(n=48)

47.5%

35.0%

40.0%

27.5%

12.5%

17.5%

17.5%

25.0%

10.0%

2.5%

2.5%

33.3%

41.7%

33.3%

35.4%

27.1%

18.8%

16.7%

8.3%

0.0%

6.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性-正社員(n=40)

女性-非正社員(n=48)

（４）末子妊娠・出産を機に退職した理由 

 末子妊娠を機に退職をした理由は、「女性・正社員」「女性・非正社員」ともに、家事・育児のために自発的にやめた割合がもっとも高い。 

 仕事と育児の両立の難しさで退職をした者のうち、「女性・正社員」の47.5％が勤務時間があわないこと、「女性・非正社員」の41.7％が育児

休業がとれないことを退職の理由としている。 

図表１８ 末子妊娠を機に退職をした理由 図表１９ 両立困難と回答した人の退職理由 

30.3%

22.5%

14.6%

8.4%

12.9%

6.2%

6.7%

12.9%

46.3%

13.5%

11.5%

8.7%

6.2%

1.4%

8.4%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事・育児に専念するため、自発的にやめた

仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の難しさでやめた

（就業を継続するための制度がなかった場合を含む）

妊娠・出産を機に自発的に辞めたが、理由は妊娠・出産等に

直接関係ない（あるいはもともと仕事を辞めるつもりだった）

解雇された、もしくは退職勧奨された

夫の勤務地や夫の転勤の問題で

仕事を続けるのが難しかった

妊娠・出産前と仕事の内容や責任等が変わり、

やりがいを感じられなくなった（なりそうだった）

その他

特にない

女性-正社員(n=178)

女性-非正社員(n=356)

30.3%

22.5%

14.6%

8.4%

12.9%

6.2%

6.7%

12.9%

46.3%

13.5%

11.5%

8.7%

6.2%

1.4%

8.4%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性-正社員

(n=178)
女性-非正社員

(n=356)

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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４. 出産・育児を目的とした休業の取得 



16 Mitsubishi UFJ Research and Consulting  

LINE 本文ページ 

利用希望だが

利用できてい

ない割合

6.6%

72.6%

27.6%

17.0%

6.0%

7.4%

25.1%

4.6%

6.3%

17.0%

6.6%

24.2%

19.9%

3.4%

13.4%

14.3%

6.8%

21.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性-正社員

(n=980)

女性-正社員

(n=1066)

女性-非正社員

(n=714)

制度を利用した

制度を利用しなかったが、利用したかった

制度を利用しておらず、利用したいとも思わなった

制度を利用したかった

制度を利用したいと思わなかった

わからない

34.0％

31.6％

12.6％

（１）育児休業の取得率、取得期間 

 末子出産時に育児休業を取得した割合は、「男性・正社員」が6.6％、「女性・正社員」が72.6％、「女性・非正社員」が27.6％であった。 

 「男性・正社員」の34.0％、「女性・非正社員」の31.6％が利用希望があったのにもかかわらず利用ができていない。 

図表２０ 末子出産時の育児休業制度の取得状況 図表２１ 末子出産時の育児休業 平均取得日数 

図表２２ 末子出産時の育児休業取得日数 

注）育児を目的とした休業に関して、各種制度の合計取得日数が男性900日以上、女性1,500日
以上のサンプルは、記入間違いまたは特別な事情がある可能性が高いと判断し、取得日数
「不明」として集計から除外した。 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

91 

334 

266 

0 100 200 300 400

男性-正社員

(n=64)

女性-正社員

(n=766)

女性-非正社員

(n=193)

（日）

注）図表18及び図表19の育児休業の取得日数は、育児休業（連続取得）と育児休業（再取得）
の日数を合算したもの。育児休業（連続取得）のみ取得の回答者及び育児休業（再取得）
のみ取得の回答者を含めて算出。 

35.9%

0.8%

2.1%

12.5%

0.9%

0.5%

28.1%

6.5%

13.0%

9.4%

15.0%

16.1%

4.7%

34.7%

41.5%

6.3%

28.0%

22.8%

3.1%

14.1%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性-正社員

(n=64)

女性-正社員

(n=767)

女性-非正社員

(n=193)

10日未満 10～30日未満 30～100日未満 100～200日未満

200～360日未満 360～500日未満 500日以上
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産前・産
後休業制
度

育児休業
制度（連
続取得）

育児休業
制度（再
取得）

年次有給
休暇制度

失効年次
有給休暇
制度

配偶者出
産休暇制
度

その他休
暇･休業制
度

男性-正社員 - 63 56 432 50 211 11

女性-正社員 823 767 633 595 144 - 26

女性-非正社員 224 193 157 170 25 - 4

-

62 

35 

9 

17 

5 

10 

94 

305 

35 

24 

36 

-

53 

94 

246 

26 

24 

18 

-

115 

0 100 200 300 400

産前・産後休業制度

育児休業制度（連続取得）

育児休業制度（再取得）

年次有給休暇

失効年次有給休暇の

積み立て等の制度

配偶者出産休暇制度

その他の休暇・休業制度

（日）

男性-正社員

女性-正社員

女性-非正社員

（２）出産・育児を目的とした休業の取得率と取得日数 

 末子妊娠時の各種休業制度の取得率をみると、「男性・正社員」は「育児休業」は6.6％に対し、「年次有給休暇制度」は44.3％、「配偶者出

産制度」は21.6％となっている。 

 「女性・非正社員」は「産前・産後休業」が31.9％、「育児休業」が27.6％、「年次有給休暇制度」が24.4％に留まっており、「女性・正社員」と比

較していずれも割合が低い。 

図表２３ 末子出産時の各種休暇・休業制度の取得率 図表２４ 末子出産時の各種休暇・休業制度の平均取得日数 

【サンプル数】 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

注）育児を目的とした休業に関して、各種制度の合計取得日数が男性900日以上、女性1,500日以上
のサンプルは、記入間違いまたは特別な事情がある可能性が高いと判断し、取得日数「不明」と
して集計から除外した。 

-

6.6%

44.3%

5.3%

21.6%

1.2%

77.9%

72.6%

56.3%

13.9%

-

2.8%

31.9%

27.6%

24.4%

3.6%

-

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

産前・産後休業制度

育児休業制度

年次有給休暇制度

失効年次有給の

積立て等の制度

配偶者出産制度

その他
男性・正社員(n=980)

女性・正社員(n=1066)

女性・非正社員(n=714)
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（３）育児休業制度を利用しなかった理由 

 育児休業制度を利用しなかった理由をみると、「男性・正社員」では「収入が減ってしまうから」（27.4％）の割合がもっとも高く、次いで、「男

性で育児休業を取得している人がおらず、言い出しにくかった」（23.4％）が続いている。 

 女性では、正社員、非正社員とも「会社で育児休業制度が整備されていなかった」の割合がもっとも高い（27.9％、33.2％）。次いで、「女性・

正社員」は「職場の雰囲気」（21.0％）、「女性・非正社員」は「育児休業制度の対象となっていなかった」（22.3％）の割合が高い。 

図表２５ 育児休業制度を利用しなかった理由 
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注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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５. 両立支援制度（所定外労働の免除、短時間勤務制度）の利用 
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29.5%

37.9%

31.1%

36.4%

40.5%

35.8%

27.3%

14.3%

20.5%

4.5%

6.5%

9.9%

2.3%

0.8%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=44)

女性・正社員

(n=385)

女性・非正社員

(n=151)

業務内容・責任等はそのままで、業務量が減少した
業務内容・責任等はそのままで、業務量も変わらなかった
短時間勤務になじみやすい業務内容・責任等へ転換した上で、業務量も減少した
短時間勤務になじみやすい業務内容・責任等へ転換したが、業務量は変わらなかった
その他

（１）両立支援制度の利用状況 

 「女性・正社員」で、短時間勤務制度を現在利用している割合は24.2％、短時間勤務制度を現在利用していない者のうち所定外労働の免

除を現在利用している割合は12.4％となっている。 

 短時間勤務による業務の変化をみると、いずれも「業務内容・責任等はそのままで、業務量も変わらなかった」の割合がもっとも高い。短時

間勤務による業務の変化についての希望合致度をみると、「女性：正社員」の13.5％、「女性・非正社員」の10.6％は「自分の希望とは違って

おり不満だった」と回答している。 

図表２７ 短時間勤務制度の利用状況 図表２９ 短時間勤務による業務の変化の希望合致度 

図表２８ 短時間勤務による業務の変化  図表２６ 所定外労働の免除の利用状況  

注）短時間勤務制度を現在利用している回答者は、所定外労働を現在利用していることにな
らないため、所定外労働の免除の利用状況について集計対象外とした。 
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現在利用している 以前は利用していたが、現在は利用していない

利用したことはないが、利用したかった 利用したことはなく、利用希望もない

わからない
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現在利用している 以前は利用していたが、現在は利用していない
利用したことはないが、利用したかった 利用したことはなく、利用希望もない
わからない
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21.0%
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10.6%
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(n=44)

女性・正社員

(n=385)

女性・非正社員

(n=151)

自分の希望通りだった 自分の希望とは違っていたが満足だった

自分の希望とは違っており不満だった どちらともいえない・わからない
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Q41_2.短時間勤務による業務の変化
の希望合致度

女性・正社員 合計 自 分 の
希 望 通
り だ っ
た

自 分 の
希 望 と
は 違 っ
て い た
が 満 足
だった

自 分 の
希 望 と
は 違 っ
て お り
不 満
だった

ど ち ら
と も い
え な
い ・ わ
か ら な
い

全体 385 223 81 52 29
100.0 57.9 21.0 13.5 7.5

業務内容・責任等はそのままで、業務量が
減少した

146 102 29 9 6
100.0 69.9 19.9 6.2 4.1

業務内容・責任等はそのままで、業務量も
変わらなかった

156 86 37 25 8
100.0 55.1 23.7 16.0 5.1

短時間勤務になじみやすい業務内容・責任
等へ転換した上で、業務量も減少した

55 24 12 10 9
100.0 43.6 21.8 18.2 16.4

短時間勤務になじみやすい業務内容・責任
等へ転換したが、業務量は変わらなかった

25 11 3 5 6
100.0 44.0 12.0 20.0 24.0

その他 3 0 0 3 0
100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

18.2%

25.0%

25.0%

15.9%

13.6%

13.6%

29.5%

11.4%

6.8%

13.6%

0.0%

11.4%

33.8%

28.3%

23.1%

20.5%

21.8%

20.8%

16.6%

9.9%

4.9%

3.1%

2.3%

17.1%

24.5%

20.5%

18.5%

19.2%

15.9%

11.9%

15.9%

7.3%

4.6%

0.7%

2.6%

28.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間は減らしても仕事内容・量が変わらないこと

実際に、決めた時間に帰れないこと

仕事内容・量に対して評価が低いこと

時には残業したいができないこと

キャリアアップの道が見えなくなること

昇進・昇格が遅れること

責任ややりがいのある仕事ができないこと

職場の上司・同僚の理解が得られないこと

制度の内容が不十分なこと

顧客や取引先の理解が得られないこと

その他

特にない

男性・正社員(n=44)

女性・正社員(n=385)

女性・非正社員(n=151)

18.2%

25.0%

25.0%

15.9%

13.6%

13.6%

29.5%

11.4%

6.8%

13.6%

0.0%

11.4%

33.8%

28.3%

23.1%

20.5%

21.8%

20.8%

16.6%

9.9%

4.9%

3.1%

2.3%

17.1%

24.5%

20.5%

18.5%

19.2%

15.9%

11.9%

15.9%

7.3%

4.6%

0.7%

2.6%

28.5%

0% 20% 40% 60% 80%

男性・正社員(n=44)

女性・正社員(n=385)

女性・非正社員(n=151)

（２）短時間勤務による業務の変化の希望合致度、短時間勤務の不満 

 短時間勤務の不満をみると、 「女性・正社員」「女性・非正社員」のいずれにおいても 「時間は減らしても仕事内容・量が変わらないこと」が

もっとも割合が高い（33.8％、24.5％）。 

 一方、「女性・正社員」について短時間勤務による業務の変化別に、自身の希望との合致度をみると、「業務内容・責任等はそのままで、業

務量が減少した」人は、「自分の希望通りだった」が69.9％を占めている。一方、「短時間勤務になじみやすい業務内容・責任等へ転換した

が、業務量は変わらなかった」など、それ以外のケ―スでは、「自分の希望とは違っており不満だった」割合が高い傾向にある。 

図表３１ 短時間勤務による業務の変化の希望合致度 

（ 女性・正社員、短時間勤務による業務の変化別） 
図表３０ 短時間勤務の不満 

注）表内上段は、実数、下段は割合（パーセント表記） 
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６. 現在の家事や子育ての状況 
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18.3%

3.2%

4.4%

2.2%

2.7%

1.6%

25.2%

4.1%

10.0%

2.4%

7.6%

2.7%

30.3%

10.8%

23.5%

6.0%

16.3%

5.9%

20.0%

21.3%

33.9%

14.6%

28.7%

11.2%

3.2%

18.2%

14.1%

13.4%

19.8%

13.3%

0.9%

11.6%

4.3%

10.4%

9.0%

11.2%

0.6%

7.8%

1.8%

8.3%

4.4%

9.9%

1.5%

23.0%

8.0%

42.7%

11.5%

44.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

平日

休日

平日

休日

３０分未満 ３０分～１時間未満
１時間～２時間未満 ２時間～４時間未満
４時間～６時間未満 ６時間～８時間未満
８時間～１０時間未満 １０時間以上

男性・正社員

（n=1000）

女性・正社員

（n=1000）

女性・非正社員

（n=1000）

43.3%

20.9%

5.3%

3.0%

3.1%

2.5%

27.8%

23.5%

13.3%

6.1%

11.0%

6.4%

19.4%

28.1%

33.2%

19.3%

29.7%

19.9%

6.0%

16.8%

34.5%

35.3%

37.9%

38.8%

1.4%

5.1%

8.5%

22.9%

12.0%

20.0%

0.8%

2.1%

2.2%

6.5%

3.6%

6.9%

0.2%

1.2%

0.9%

2.9%

1.0%

2.3%

1.1%

2.3%

2.1%

4.0%

1.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

平日

休日

平日

休日

３０分未満 ３０分～１時間未満
１時間～２時間未満 ２時間～４時間未満
４時間～６時間未満 ６時間～８時間未満
８時間～１０時間未満 １０時間以上

男性・正社員

（n=1000）

女性・正社員

（n=1000）

女性・非正社員

（n=1000）

（１）家事・子育てをする時間及び家事・育児の満足度 

図表３２ 家事をする時間 図表３４ 子育てをする時間 

図表３３ 家事に対する満足度 図表３５ 子育てに対する満足度 

20.1%

13.7%

12.2%

54.1%

51.8%

50.2%

19.5%

26.1%

26.8%

6.3%

8.4%

10.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000)

満足している ある程度満足している やや不満である 不満である

18.7%

14.1%

11.8%

54.3%

52.0%

51.3%

21.1%

27.8%

29.0%

5.9%

6.1%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000)

満足している ある程度満足している やや不満である 不満である

 「男性・正社員」の平日の家事時間は「30分未満」が43.3％、子育てをする時間は「１時間以上２時間未満」が30.3％で最も割合が高い。 

 満足度をみると、家事、子育てとも、男性の方が女性よりも高い傾向にある。 
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７. 妊娠、出産、育児休業等に関するハラスメントの実態 
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（１）妊娠、出産、育児休業等に関するハラスメントの経験、職場に望む取組 

 妊娠、出産、育児休業等に関するハラスメントについて、自分が経験したことがあると回答した割合は、「男性・正社員」が6.7％、「女性・正

社員」が13.5％、「女性・非正社員」が8.9％となっている。 

 ハラスメント防止のために職場に望む取組をみると、男女ともに「妊娠・出産した社員や育児休業等を取得した社員のいる職場に対する業

務上の応援」が最も割合が高く、次いで「就業規則等によるハラスメントを許さない旨の方針の明文化」が続いている。 

図表３６ 職場でハラスメントを見聞きした経験 

図表３７ 自分が職場でハラスメントを受けた経験 

8.8%

12.4%

6.2%

6.9%

8.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000) 妊娠、出産、育児休業に関するハラスメント

特に男性だからという理由での上記のようなハラスメント

6.7%

13.5%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=982)

女性・非正社員

(n=978)
「自分が経験したことがある」と回答した者の割合

16.2%

10.9%

11.8%

15.2%

16.5%

12.0%

15.7%

14.2%

12.9%

1.0%

55.3%

17.0%

9.2%

10.6%

14.3%

21.0%

11.0%

12.8%

12.6%

13.6%

0.8%

50.9%

16.4%

13.0%

9.7%

13.7%

19.6%

12.5%

13.5%

13.4%

12.3%

0.7%

60.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就業規則等によるハラスメントを

許さない旨の方針の明文化

社内に相談窓口を設置

社内報やパンフレット等広報啓発資料の作成・配布

管理職に対する研修の実施

妊娠・出産した社員や育児休業等を取得した

社員のいる職場に対する業務上の応援

社外に相談窓口を設置（専門家や専門機関へ委託）

全社員に対する研修の実施

ハラスメント加害者に対する懲戒処分の明文化

実態把握のためのアンケート、ヒアリングの実施

その他

特にない、分からない

男性・正社員(n=1000)

女性・正社員(n=1000)

女性・非正社員(n=1000)

16.2%

10.9%

11.8%

15.2%

16.5%

12.0%

15.7%

14.2%

12.9%

1.0%

55.3%

17.0%

9.2%

10.6%

14.3%

21.0%

11.0%

12.8%

12.6%

13.6%

0.8%

50.9%

16.4%

13.0%

9.7%

13.7%

19.6%

12.5%

13.5%

13.4%

12.3%

0.7%

60.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員(n=1000)

女性・正社員(n=1000)

女性・非正社員(n=1000)

図表３８ ハラスメント防止のために職場に望む取組 
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８. キャリア意識 
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22.2%

17.8%

13.3%

6.3%

5.7%

3.1%

15.3%

16.2%

10.3%

9.4%

5.6%

4.0%

12.1%

10.0%

12.5%

8.5%

10.1%

4.3%

12.2%

14.4%

16.0%

17.8%

13.3%

13.4%

7.0%

6.4%

10.6%

13.2%

11.7%

13.0%

1.7%

2.3%

3.4%

3.1%

6.0%

4.8%

7.7%

9.7%

11.1%

17.8%

15.1%

20.6%

21.8%

23.2%

22.8%

23.9%

32.5%

36.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長子の

出産前

現在

長子の

出産前

現在

長子の

出産前

現在

できるだけ早いペースで管理職に昇進したい

自分なりのペースで管理職に昇進したい

できるだけ早いペースで専門性（専門的な知識・技術など）を高めたい

自分なりのペースで専門性（専門的な知識・技術など）を高めたい

昇進や専門性の向上には興味はないが今の仕事をがんばりたい

昇進や専門性の向上には興味はないが様々な仕事を経験したい

昇進や専門性の向上には興味がなく仕事以外の生活を充実させたい

上記にはあてはまらない

（１）離職の経験・キャリア意識の変化 

 「女性・正社員」の55.5％が、最初についた仕事を現在も継続しており、「男性・正社員」の55.7％とほぼ同じ割合である。 

 キャリア形成に対する意識の変化をみると、「女性・正社員」で、「昇進や専門性の向上には興味がなく仕事以外の生活を充実させたい」の

割合が、長子出産前は11.1％であったものが、現在は17.8％に増加している。 

図表３９ 離職経験の有無 図表４０ キャリア形成に対する意識の変化 

男性・正社員 
(n=1000) 

女性・正社員 
(n=1000) 

女性・非正社員 
(n=1000) 

55.7%

55.5%

18.4%

30.7%

26.3%

28.0%

13.6%

18.2%

53.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非正社員

(n=1000)

最初についた仕事を現在も継続している

これまでに１年未満の離職期間があった（転職を含む）

これまでに１年以上の離職期間があった
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９. 居住地変更を伴う異動（転勤）の実態 
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（１）居住地変更を伴う異動（転勤）の経験 

 本人の転勤経験の有無をみると、「男性・正社員」は28.3％、「女性・正社員」は12.3％、「女性・非正社員」は6.5％となっている。 

 本人が転勤した際の配偶者の対応をみると、いずれも「特に変化はなかった（自分が単身赴任した）」の割合がもっとも高い。また、本人の

転勤に対応して配偶者が離職した割合は15～20％程度である。 

図表４１ 転勤経験の有無 

注）表内上段は、実数、下段は割合（パーセント表記） 
注）「女性・正社員」の回答者のうち、子どもの年齢が20歳を超える回答が1件あった。これ

をエラー回答とし、集計から除外した。 

28.3%

12.3%

6.5%

6.2%

18.0%

20.4%

3.6%

4.5%

2.8%

61.9%

65.2%

70.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員

(n=1000)

女性・正社員

(n=1000)

女性・非社員

(n=1000)

自分にある 配偶者にある どちらにもある どちらにもない

図表４２ 転勤経験時（本人あるいは配偶者のいずれかの転勤時）の子どもの状況 

図表４３ 本人が転勤した際の配偶者の対応 

19.5％ 

14.9％ 

16.1％ 

57.1%

67.3%

63.4%

11.0%

9.5%

9.7%

11.3%

10.1%

12.9%

8.2%

4.8%

3.2%

2.2%

1.2%

3.2%

11.6%

4.2%

2.2%

2.2%

6.5%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

男性・正社員

(n=319)

女性・正社員

(n=168)

女性・非正社員

(n=93)

特に変化はなかった（自分が単身赴任した）

自分の転勤先の近くに、配偶者も異動希望を出して転勤した

配偶者が離職し、自分の転勤先の地域で転職した

配偶者が離職し、無職となった

転勤前まで無職だったが、転勤先で就職した

転勤前まで無職であり、転勤先でも就職しなかった

その他

末子の年齢（転勤経験時に子どもがいた場合） 転勤経
験時に
子ども
はいな
い

合計 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳～
７歳未
満

７歳以
上

全体 1025 73 55 34 23 29 5 806
100.0 7.1 5.4 3.3 2.2 2.8 0.5 78.6

男性・正社員 381 22 15 11 7 4 1 321
100.0 5.8 3.9 2.9 1.8 1.0 0.3 84.3

女性・正社員 347 21 18 10 4 13 1 280
100.0 6.1 5.2 2.9 1.2 3.7 0.3 80.7

女性・非正社員 297 30 22 13 12 12 3 205
100.0 10.1 7.4 4.4 4.0 4.0 1.0 69.0
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29.9%

23.5%

20.5%

22.8%

22.6%

16.4%

18.3%

13.8%

11.0%

14.8%

10.3%

0.5%

37.9%

32.3%

24.9%

23.1%

20.9%

22.0%

25.4%

18.6%

17.0%

16.6%

12.6%

11.4%

0.3%

33.1%

30.8%

22.1%

26.2%

25.2%

23.4%

22.1%

19.7%

16.3%

15.5%

10.4%

11.6%

0.3%

39.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

転勤の予定や通達を早く知らせてほしい

配偶者の生活や子育ての支援

住居に関する支援

転勤手当を支給してほしい

転勤を機に賃金を上げてほしい

保育所などへの入所の支援

転勤の赴任期間を明示してほしい

子どもの教育の支援

妊娠時や育児期の転勤を免除してほしい

人事評価で転勤経験を評価してほしい

親族の介護が必要な場合に、

転勤の免除をしてほしい

その他

特にない、わからない

男性・正社員(n=1000)

女性・正社員(n=1000)

女性・非正社員(n=1000)

28.3%

11.0%

12.1%

7.9%

13.4%

6.8%

11.5%

6.3%

4.2%

2.9%

40.4%

26.4%

17.8%

15.8%

16.7%

9.8%

8.6%

7.8%

6.9%

3.2%

1.4%

36.2%

17.8%

12.8%

16.8%

11.4%

15.8%

15.5%

12.8%

7.7%

3.7%

1.3%

39.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者・パートナーの仕事

への影響（キャリアの中断等）

自分自身の仕事への影響

（キャリアの中断等）

自分自身もしくは配偶者・パートナー

いずれかの子育て負担が増えること

自分自身もしくは配偶者・パートナーいずれかの

子育てへの関わりが少なくなること

子どもの教育への影響

子どもの友人関係

自分や配偶者の友人などとの交友関係

配偶者との関係

親などの介護

その他

わからない、特にない

男性・正社員(n=381)

女性・正社員(n=348)

女性・非正社員(n=297)

28.3%

11.0%

12.1%

7.9%

13.4%

6.8%

11.5%

6.3%

4.2%

2.9%

40.4%

26.4%

17.8%

15.8%

16.7%

9.8%

8.6%

7.8%

6.9%

3.2%

1.4%

36.2%

17.8%

12.8%

16.8%

11.4%

15.8%

15.5%

12.8%

7.7%

3.7%

1.3%

39.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性・正社員(n=381)

女性・正社員(n=348)

女性・非正社員(n=297)

（２）これまでの転勤の悩み、職場に望む取組 

 これまでの転勤で感じた悩みをみると、いずれも「配偶者・パートナーの仕事への影響（キャリアの中断等）」の割合が高い。 

 転勤に関して職場に望む取組をみると、いずれも「転勤の予定や通達を早く知らせてほしい」の割合が高い。また、女性は「保育所などへ

の入所の支援」の割合がやや高い。 

図表４４ これまでの転勤で感じた悩み 図表４５ 転勤に関して職場に望む取組 
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１０. 働き方改革の状況 
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（１）職場で行われている働き方改革の取組 

 職場で行われている働き方改革の取組をみると、いずれも「特に実施していることはない」の割合が高く、「男性・正社員」「女性・正社員」は

４割強（44.2％、41.0％）、「女性・非正社員」は65.6％となっている。 

 行なわれているものの上位３位は、「ノー残業デーの設定」「半日単位、時間単位等の休暇制度」「有給休暇の取得促進の呼びかけ」となっ

ている。 

図表４６ 職場で行われている働き方改革の取組 
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60.5%

40.5%

44.2%

59.7%

56.6%

40.7%

43.6%

38.9%

50.8%

58.5%

55.9%

60.9%

50.0%

68.3%

46.2%
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44.9%

51.8%

71.9%

67.1%

56.6%

64.8%

61.9%

65.3%

61.0%

48.7%

65.0%

50.0%

59.3%

58.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a.ノー残業デーの設定

b.半日単位、時間単位等の休暇制度

c.有給休暇の取得促進の呼びかけ

d.フレックスタイム制度の導入や活用促進

e.深夜残業の禁止

f.有給休暇の取得計画の作成

g.業務プロセスの見直し

h.担当者が不在時に他の人が

仕事を代替できる体制づくり

i.朝型勤務の導入

j.始業・終業時間の繰り上げ・繰り下げ

男性・正社員

女性・正社員

女性・非正社員

29.7%

25.1%

11.8%

18.0%

9.9%

8.9%
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6.6%
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48.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

労働時間が長いこと

有給休暇を取得しにくいこと

就業時間が固定化されており、…

会議や調整に要する時間が長いこと

在宅勤務制度が活用しづらいこと

育児や介護などの理由がある人…

女性は制度を利用したり休暇を…

深夜や休日対応の必要な仕事が多いこと

転勤や長期出張が多いこと

長時間働く人が評価される風潮があること

同じペースで昇進・昇格しないと…

長期休業や再雇用の制度がないこと

時間制約のある人が特定の…

その他

特に課題に感じることはない

男性・正社員(n=1000)

女性・正社員(n=1000)

女性・非正社員(n=1000)

（２）効果を上げている取組／働き方改革を進める上での課題 

 働き方改革の取組で効果を上げているものをみると、「男性・正社員」は「ノー残業デーの設定」、「女性・正社員」は「朝型勤務の導入」、

「女性・非正社員」は「業務プロセスの見直し」の割合がもっとも高くなっている。 

 働き方改革を進める上での課題をみると、「女性・正社員」は他と比較して、「就業時間が固定化されており、柔軟な時間設定ができないこ

と」「在宅勤務制度が活用しづらいこと」の割合が高くなっている。 

【サンプル数】 

図表４７ 効果を上げている働き方改革の取組 

注）前頁にて当該の取組が行われていると回答した者の割合が高い上位10項目の取組について掲載。 
注）職場で行われている取組が、効果を上げているかどうかを回答する単数回答であり、各取組につい

て効果を上げていると感じると回答した者の割合を表示している。 
注）表中のアルファベットは、図の凡例を参照のこと。 

図表４８ 働き方改革を進める上での課題 

a b c d e f g h i j

男性・正社員 352 205 190 144 99 86 78 54 63 53

女性・正社員 290 233 174 139 93 97 78 85 64 79

女性・非正社員 136 105 118 49 41 39 40 56 54 41



章区切り 

34 Mitsubishi UFJ Research and Consulting  

１１. 女性の育児休業の取得に関する分析 
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（１）末子妊娠時の働き方と育児休業の取得の関係 

 末子出産時の育児休業取得と就業継続状況別に、末子妊娠時の働き方をみると、全体と比較して、 「③育児休業非取得（希望なし）・就業

継続」 は、「女性・正社員」では「残業のないフルタイム勤務」、「女性・非正社員」では「短時間勤務」の割合が高くなっている。 

図表４９ 末子妊娠時の働き方（末子出産時の育児休業取得と就業継続状況別） 

（女性・正社員） （女性・非正社員） 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

Q20.末子妊娠時の働き方
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100.0 20.3 18.6 34.3 1.3 2.7 1.4 2.2 20.6 2.4

①育児休業取得・就業
継続
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100.0 26.7 22.7 36.7 0.0 2.0 0.0 0.7 12.0 1.3
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（２）育児休業を取得しなかった理由（女性・正社員） 

 末子出産時の育児休業取得と就業継続状況別に、「女性・正社員」について、育児休業を取得しなかった理由をみると、全体と比較して、

「③育児休業非取得（希望なし）・就業継続」は「育児休業を取得しなくても両立しやすい環境だった」、「収入が減ってしまうから」、「⑤育児

休業非取得（希望あり）・転職や退職」は「会社で育児休業制度が整備されていなかった」の割合が高くなっている 。 

図表５０ 育児休業を取得しなかった理由（女性・正社員、育児休業の取得希望と就業の継続状況別） 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 
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（３）育児休業を取得しなかった理由（女性・非正社員） 

 末子出産時の育児休業取得と就業継続状況別に、「女性・非正社員」について、育児休業を取得しなかった理由をみると、全体と比較して、

「②育児休業非取得（希望あり）・就業継続」は「会社で育児休業制度が整備されていなかった」「保育所等に預けることができた」「収入が

減ってしまうから」、「③育児休業非取得（希望なし）・就業継続」は「育児休業を取得しなくても両立しやすい環境だった」 」「収入が減ってし

まうから」の割合が高くなっている 。 

図表５１ 育児休業を取得しなかった理由（女性・非正社員、育児休業の取得希望と就業の継続状況別） 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

Q34.育児休業を取得しなかった理由

女性・非正社員 合計 会
社
で
育
児
休
業
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

自
分
が
育
児
休
業
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

職
場
が
育
児
休
業
を
取
得
し
づ
ら
い
雰
囲
気
だ
っ
た

男
性
で
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
人
が
お
ら
ず
、
言

い
出
し
に
く
か
っ
た

男
性
の
両
立
支
援
制
度
利
用
に
対
し
て
会
社
や
職
場
の

理
解
が
な
か
っ
た

職
場
の
制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
か
っ

た 残
業
が
多
い
等
、
業
務
が
繁
忙
で
あ
っ
た
、
職
場
の
人

手
が
不
足
し
て
い
た

会
社
の
手
続
き
等
が
煩
雑
で
わ
か
り
に
く
か
っ
た

制
度
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
自
分
が
制
度

の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

育
児
休
業
を
取
得
し
な
く
て
も
両
立
し
や
す
い
環
境

だ
っ
た

自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
や
担
当
し
て
い
る
仕
事
が

あ
っ
た

休
業
か
ら
復
職
す
る
際
に
、
仕
事
や
職
場
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
と
思
っ
た

休
業
前
と
同
じ
仕
事
や
職
場
に
復
職
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
思
っ
た

昇
給
や
昇
格
な
ど
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
悪
影
響

が
あ
り
そ
う
だ
と
思
っ
た

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た

配
偶
者
や
家
族
か
ら
、
育
児
休
業
の
取
得
に
対
し
て
後

押
し
が
な
か
っ
た
、
反
対
さ
れ
た

配
偶
者
や
祖
父
母
等
、
自
分
以
外
に
育
児
を
担
う
人
が

い
た

保
育
所
等
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
た

保
育
所
の
入
園
時
期
に
合
わ
せ
た

収
入
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら

育
児
休
業
は
男
性
で
は
な
く
女
性
が
取
得
す
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
、
覚
え
て
い
な
い

全体 367 122 82 45 14 13 17 15 10 15 17 17 36 52 11 25 20 30 38 24 68 20 9 51

100.0 33.2 22.3 12.3 3.8 3.5 4.6 4.1 2.7 4.1 4.6 4.6 9.8 14.2 3.0 6.8 5.4 8.2 10.4 6.5 18.5 5.4 2.5 13.9

②育児休業非取得（希望あ
り）・就業継続

61 25 15 9 2 0 2 5 3 2 4 5 4 3 3 7 2 7 12 5 20 3 0 8

100.0 41.0 24.6 14.8 3.3 0.0 3.3 8.2 4.9 3.3 6.6 8.2 6.6 4.9 4.9 11.5 3.3 11.5 19.7 8.2 32.8 4.9 0.0 13.1

③育児休業非取得（希望な
し）・就業継続

28 7 3 0 0 0 2 0 0 0 6 3 0 0 0 3 0 5 3 3 10 1 2 3

100.0 25.0 10.7 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 21.4 10.7 0.0 0.0 0.0 10.7 0.0 17.9 10.7 10.7 35.7 3.6 7.1 10.7

⑤育児休業非取得（希望あ
り）・転職や退職

165 62 44 25 9 10 11 7 6 11 3 5 21 31 7 9 12 11 13 12 23 13 4 17

100.0 37.6 26.7 15.2 5.5 6.1 6.7 4.2 3.6 6.7 1.8 3.0 12.7 18.8 4.2 5.5 7.3 6.7 7.9 7.3 13.9 7.9 2.4 10.3

⑥育児休業非取得（希望な
し）・転職や退職

113 28 20 11 3 3 2 3 1 2 4 4 11 18 1 6 6 7 10 4 15 3 3 23

100.0 24.8 17.7 9.7 2.7 2.7 1.8 2.7 0.9 1.8 3.5 3.5 9.7 15.9 0.9 5.3 5.3 6.2 8.8 3.5 13.3 2.7 2.7 20.4



章区切り 

38 Mitsubishi UFJ Research and Consulting  

１２. 男性の育児休業の取得に関する分析 



39 Mitsubishi UFJ Research and Consulting  

LINE 本文ページ 

（１）末子妊娠時の労働時間と育児休業の取得の関係（男性・正社員） 

 「男性・正社員」について、末子出産時の育児休業取得状況別に、週当たりの労働時間をみると、他と比較して「①育児休業を取得」は「週

40時間未満」、「②育児休業非取得（希望あり）・育児休業の休暇・休業以外を利用」は「週50時間以上」の割合が高くなっている。 

 末子出産時の育児休業取得状況別に、末子妊娠時の職場の残業の程度をみると、「①育児休業取得」「④いずれの休暇・休業も非取得」

は「残業の程度が低い」の割合が高くなっている。残業の程度が低い場合、育児休業が取得しやすいと同時に、休暇・休業を取得しなくても

仕事と家庭の両立がしやすいという２つの傾向のあることがうかがえる。 

図表５２ 末子妊娠時の週当たり労働時間（育児休業の取得状況別） 
（男性・正社員） 

図表５３ 末子妊娠時の職場の残業の程度（育児休業の取得状況別） 
（男性・正社員） 

注）「残業の程度が低い」は「ほとんどの人が定時に帰っていた」と「残業のある人より、
定時に帰る人の方が多かった」の割合の合計。「残業の程度が高い」は「定時に帰る
人もいたが、残業のある人の方が多かった」と「ほとんどの人が残業があった」の割
合の合計。 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

Q22_1.末子妊娠時の１週間あたりの労働時
間

男性・正社員 合計 週40時間
未満

週40時間
以上～週
50時間未
満

週50時間
以上

わからな
い

全体
980 184 425 332 39

100.0 18.8 43.4 33.9 4.0

①育児休業を取得
65 19 26 19 1

100.0 29.2 40.0 29.2 1.5
②育児休業非取得（希望あ
り）・育児休業の休暇・休業
以外を利用

168 18 81 69 0

100.0 10.8 48.2 41.1 0.0
③育児休業非取得（希望な
し）・育児休業以外の休暇・
休業を利用

245 43 123 75 4

100.0 17.6 50.2 30.6 1.6

④いずれの休暇・休業も非取
得

231 50 101 71 9

980 21.6 43.7 30.7 3.9

Q23.末子妊娠時の職場の残業の程度

男性・正社員 合計 残業の程度
が低い

残業の程度
が高い

全体
980 403 577

100.0 41.1 58.9

①育児休業取得
65 30 35

100.0 46.2 53.8

②育児休業非取得（希望あり）・育
児休業以外の休暇・休業を利用

168 55 113

100.0 32.7 67.3

③育児休業非取得（希望なし）・育
児休業以外の休暇・休業を利用

245 89 156

100.0 36.3 63.7

④いずれの休暇・休業も非取得
231 113 118

100.0 48.9 51.1
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（２）育児休業を取得しなかった理由（男性・正社員） 

 「男性・正社員」で育児休業を取得しなかった人について、末子出産時の育児休業取得状況別に、育児休業を取得しなかった理由をみると、

他と比較して、「②育児休業非取得（希望あり）・育児休業以外の休暇・休業を利用」は「職場が育児休業を取得しづらい雰囲気だった」「男

性で育児休業を取得している人がおらず、言い出しにくかった」「残業が多い等、業務が繁忙であった、職場の人手が不足していた」「昇給

や昇格など、今後のキャリア形成に悪影響がありそうだと思った」、「③育児休業非取得（希望なし）・育児休業以外の休暇・休業を利用」は

「育児休業を取得しなくても両立しやすい環境だった」「仕事にやりがいを感じていた」の割合が高くなっている。 

図表５４ 育児休業を取得しなかった理由（男性・正社員、休暇・休業の取得状況別） 

注）文中および図表内
の就業形態は末子
妊娠時のもの 

Q34.育児休業を取得しなかった理由
男性・正社員 合計 会
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さ
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取
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で
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取
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る
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立
支
援
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度
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用
に
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し
て
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や
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場
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理
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が
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か
っ
た

職
場
の
制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
か
っ

た 残
業
が
多
い
等
、
業
務
が
繁
忙
で
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っ
た
、
職
場
の
人

手
が
不
足
し
て
い
た

会
社
の
手
続
き
等
が
煩
雑
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わ
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り
に
く
か
っ
た

制
度
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
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自
分
が
制
度

の
対
象
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あ
る
こ
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を
知
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た
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取
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両
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自
分
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
や
担
当
し
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る
仕
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っ
た

休
業
か
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復
職
す
る
際
に
、
仕
事
や
職
場
の
変
化
に
対

応
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き
な
い
と
思
っ
た

休
業
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と
同
じ
仕
事
や
職
場
に
復
職
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
思
っ
た

昇
給
や
昇
格
な
ど
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
悪
影
響

が
あ
り
そ
う
だ
と
思
っ
た

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た

配
偶
者
や
家
族
か
ら
、
育
児
休
業
の
取
得
に
対
し
て
後

押
し
が
な
か
っ
た
、
反
対
さ
れ
た

配
偶
者
や
祖
父
母
等
、
自
分
以
外
に
育
児
を
担
う
人
が

い
た

保
育
所
等
に
預
け
る
こ
と
が
で
き
た

保
育
所
の
入
園
時
期
に
合
わ
せ
た

収
入
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら

育
児
休
業
は
男
性
で
は
な
く
女
性
が
取
得
す
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
、
覚
え
て
い
な
い

全体
775 147 44 139 181 86 42 127 21 31 86 163 61 61 115 81 41 121 59 33 212 77 10 92

100.0 19.0 5.7 17.9 23.4 11.1 5.4 16.4 2.7 4.0 11.1 21.0 7.9 7.9 14.8 10.5 5.3 15.6 7.6 4.3 27.4 9.9 1.3 11.9
②育児休業非取得（希望あ
り）・育児休業以外の休
暇・休業を利用

168 39 11 42 63 33 12 41 6 6 17 38 14 17 44 10 11 30 13 6 51 13 2 5

100.0 23.2 6.5 25.0 37.5 19.6 7.1 24.4 3.6 3.6 10.1 22.6 8.3 10.1 26.2 6.0 6.5 17.9 7.7 3.6 30.4 7.7 1.2 3.0
③育児休業非取得（希望な
し）・育児休業以外の休
暇・休業を利用

245 20 8 35 53 16 11 40 4 5 43 62 15 12 29 38 9 42 19 12 77 18 4 32

100.0 8.2 3.3 14.3 21.6 6.5 4.5 16.3 1.6 2.0 17.6 25.3 6.1 4.9 11.8 15.5 3.7 17.1 7.8 4.9 31.4 7.3 1.6 13.1

④いずれの休暇・休業も非
取得

231 43 16 29 33 22 10 24 6 14 16 44 14 16 27 17 9 31 14 9 50 27 4 43

100.0 18.6 6.9 12.6 14.3 9.5 4.3 10.4 2.6 6.1 6.9 19.0 6.1 6.9 11.7 7.4 3.9 13.4 6.1 3.9 21.6 11.7 1.7 18.6
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（３）休暇・休業の取得状況別に見た家事・育児の時間 

 男性・正社員について、休暇・休業の取得状況別に、家事や育児の時間をみると、「家事の時間・平日」「家事の時間・休日」「子育ての時

間・平日」について、他と比較して、「①育児休業を取得」した人は、「２時間以上」の割合が高い。育児休業を取得した人は、平日の家事・

育児、また休日も家事に携わる時間が長い傾向にある。 

図表５６ 家事の時間・休日（男性・正社員、休暇・休業の取得状況別） 図表５８ 子育ての時間・休日（男性・正社員、休暇・休業の取得状況別） 

図表５７ 子育ての時間・平日（男性・正社員、休暇・休業の取得状況別）  図表５５ 家事の時間・平日（男性・正社員、休暇・休業の取得状況別） 

Q45_1.家事の時間・平日

男性・正社員 合計 30分未満 30分～１
時間以上

１時間～
２時間未
満

２時間以
上

全体 980 429 273 190 88

100.0 43.8 27.9 19.4 8.9
①育児休業を取得 65 17 19 15 14

100.0 26.2 29.2 23.1 21.5
②+③育児休業非取得・育児休
業以外の休暇・休業を利用

413 185 123 78 27

100.0 44.8 29.8 18.9 6.5
④いずれの休暇・休業も非取
得

231 108 55 45 23

100.0 46.8 23.8 19.5 9.9

Q45_1.家事の時間・休日

男性・正社員 合計 30分未満 30分～１
時間以上

１時間～
２時間未
満

２時間以
上

全体 980 206 230 278 266

100.0 21.0 23.5 28.4 27.0
①育児休業を取得 65 8 14 16 27

100.0 12.3 21.5 24.6 41.5
②+③育児休業非取得・育児休
業以外の休暇・休業を利用

413 67 104 127 115

100.0 16.2 25.2 30.8 27.8
④いずれの休暇・休業も非取
得

231 65 47 66 53

100.0 28.1 20.3 28.6 22.9

Q45_2.子育ての時間・平日

男性・正社員 合計 30分未満 30分～１
時間以上

１時間～
２時間未
満

２時間以
上

全体 980 182 248 299 251

100.0 18.6 25.3 30.5 25.6
①育児休業を取得 65 7 16 19 23

100.0 10.8 24.6 29.2 35.3
②+③育児休業非取得・育児休
業以外の休暇・休業を利用

413 85 102 134 92

100.0 20.6 24.7 32.4 22.3
④いずれの休暇・休業も非取
得

231 41 55 76 59

100.0 17.7 23.8 32.9 25.6

Q45_2.子育ての時間・休日

男性・正社員 合計 ２時間
未満

２時間
以上～
４時間

４時間
以上～
６時間
未満

６時間
以上～
８時間
未満

８時間
以上～
10時間
未満

10時間
以上

全体 980 177 208 180 112 78 225

100.0 18.1 21.2 18.4 11.4 8.0 23.0
①育児休業を取得 65 17 11 12 9 7 9

100.0 26.1 16.9 18.5 13.8 10.8 13.8
②+③育児休業非取
得・育児休業以外の
休暇・休業を利用

413 46 100 80 42 30 115

100.0 11.1 24.2 19.4 10.2 7.3 27.8
④いずれの休暇・休
業も非取得

231 43 48 40 26 16 58

100.0 18.7 20.8 17.3 11.3 6.9 25.1
注）末子妊娠時に就労していなかった回答者を除く 


